
近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透

は
じ
め
に

伊
達
紋
・
袱
紗
・
櫛
・
箸
の
雛
形
本
に
注
目
し
て

　
か
つ
て
、
人
々
は
文
芸
を
身
に
着
け
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
切
畑
健
「
文

芸
を
着
る
ー
和
歌
・
物
語
こ
謡
曲
－
」
（
大
手
前
比
較
文
化
研
究
叢
書
２
『
視

覚
文
化
の
研
究
』
収
録
　
思
文
閣
出
版
　
二
〇
〇
四
年
四
月
）
が
、
着
物
の
文

様
と
古
典
文
芸
と
の
関
わ
り
を
概
説
し
て
い
る
。

　
切
畑
論
文
で
は
、
近
世
小
袖
と
『
源
氏
物
語
』
の
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
す

る
。
だ
が
、
近
世
に
お
け
る
服
飾
類
と
『
源
氏
物
語
』
の
関
係
、
お
よ
び
『
源

氏
物
語
』
が
い
か
に
庶
民
レ
ベ
ル
ま
で
浸
透
し
て
い
た
か
を
検
証
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
小
袖
よ
り
・
も
廉
価
で
身
近
な
も
の
に
ま
で
目
を
向
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
右
の
視
点
で
調
査
し
た
結
果
、
伊
達
紋
・
袱
紗
・
櫛
・
箸
（
か
ん
ざ
し
）
に

も
『
源
氏
物
語
』
を
用
い
て
い
る
事
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
雛
形
本
（
当
時
の
デ

　
　
　
　
　
近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透

小

島
　
　
由
　
　
子

ザ
イ
ン
ブ
ッ
ク
）
の
中
に
見
出
せ
た
。
今
回
、
雛
形
本
を
利
用
し
た
の
は
、

　
①
　
伊
達
紋
・
袱
紗
・
櫛
・
箸
の
現
物
は
、
あ
ま
り
伝
存
し
て
い
な
い
。

　
②
　
現
物
が
伝
存
し
て
い
て
も
、
年
代
の
特
定
が
困
難
で
あ
る
。

　
③
　
雛
形
本
に
は
、
多
く
の
図
版
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
出
版
物
で
あ

　
　
る
か
ら
刊
行
時
期
の
特
定
も
し
や
す
い
。

と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
る
。

一

伊
達
紋
と
『
源
氏
物
語
』

　
さ
て
、
江
戸
時
代
ほ
ど
、
紋
所
が
脚
光
を
浴
び
た
時
代
は
な
い
。
中
で
も
、

伊
達
紋
と
呼
ば
れ
る
紋
は
華
や
か
な
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
伊
達
紋
は
、
小
袖

模
様
と
も
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
り
、
小
袖
模
様
同
様
に
文
芸
的
な
要
素
を

含
み
込
ん
で
い
る
。
元
禄
期
あ
た
り
に
な
る
と
、
儀
礼
目
的
の
「
家
紋
（
定

紋
）
」
で
は
な
く
、
装
飾
目
的
に
考
案
さ
れ
た
「
替
え
紋
」
「
飾
り
紋
」
の
類
が
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近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透

出
現
す
る
。
近
世
に
お
け
る
「
飾
り
・
紋
」
の
種
類
に
は
、
「
加
賀
紋
」
「
崩
し

紋
」
「
比
翼
紋
」
「
鹿
子
紋
」
「
丹
前
紋
」
「
伊
達
紋
」
な
ど
が
あ
る
。

　
①
　
定
紋
か
ら
変
化
し
た
も
の

　
・
加
賀
紋

　
　
　
中
央
に
本
来
の
家
紋
を
置
き
、
そ
の
周
囲
に
花
鳥
風
月
な
ど
の
模
様
を

　
　
　
装
飾
し
た
も
の
。
『
万
金
産
業
袋
』
（
享
保
十
七
年
〔
一
七
三
二
ご
に

　
　
　
は
「
か
が
絹
を
黒
に
し
て
此
類
に
ゆ
ふ
ぜ
ん
小
色
を
入
れ
て
染
置
、
是

　
　
　
れ
を
か
が
も
ん
共
お
国
紋
と
も
い
ふ
」
と
あ
る
。
加
賀
国
の
人
が
多
く

　
　
　
用
い
た
。

　
・
崩
し
紋

　
　
　
本
来
の
家
紋
を
崩
し
作
り
変
え
た
紋
。
こ
の
紋
は
、
お
し
ゃ
れ
の
た
め

　
　
　
と
い
う
よ
り
も
、
特
に
男
性
が
、
悪
所
と
い
わ
れ
た
遊
廓
・
芝
居
小
屋

　
　
　
に
行
く
際
、
自
分
の
素
性
を
公
に
し
な
い
目
的
で
用
い
ら
れ
た
。

　
・
比
翼
紋

　
　
　
男
性
の
定
紋
と
、
女
性
の
替
え
紋
を
並
べ
た
り
組
み
合
わ
せ
た
紋
。
こ

　
　
　
の
紋
は
遊
女
が
始
め
た
が
、
一
般
に
も
広
が
っ
た
ら
し
い
。

　
・
鹿
子
紋

　
　
　
定
紋
を
鹿
子
絞
り
に
し
た
も
の
。
『
万
金
産
業
袋
』
に
は
、
定
紋
の
他

　
　
　
に
「
丸
に
む
か
う
梅
、
丸
に
い
て
う
、
花
の
丸
な
ど
を
、
か
の
子
一
色

　
　
　
に
染
お
く
、
是
を
居
（
す
は
）
り
紋
と
い
ふ
」
と
も
あ
る
。

六
二

②
　
装
飾
の
み
を
目
的
と
し
た
紋

・
丹
前
紋

　
　
伊
達
紋
よ
り
大
き
く
、
華
美
風
流
で
遊
び
心
に
富
ん
だ
紋
。
井
村
勝
吉

　
　
『
丹
前
ひ
い
な
か
た
』
（
宝
永
二
年
〔
一
七
〇
四
〕
刊
）
に
は
、
丹
前
紋

　
　
が
十
一
図
収
め
ら
れ
て
い
る
。

・
伊
達
紋

絵
や
文
字
を
用

い
、
花
鳥
風
月
・
古
歌
・
名
所
・
故
事
・
文
芸
な
ど
に

　
　
　
因
ん
で
表
現
し
た
紋
。

　
こ
れ
ら
の
他
に
、
聶
肩
の
歌
舞
伎
役
者
の
紋
を
勝
手
に
流
用
し
た
り
、
崩
し

紋
に
し
て
用
い
た
り
す
る
こ
と
も
流
行
し
た
。

　
「
飾
り
紋
」
の
中
で
も
、
装
飾
性
の
高
い
伊
達
紋
は
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
、
伊
達
紋
の
雛
形
本
で
『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り
を
調
べ
た
。
そ

の
結
果
、
『
女
中
達
紋
尽
』
（
岩
瀬
文
庫
蔵
）
・
『
当
世
達
紋
袖
鏡
』
（
個
人
蔵
）
・

『
伊
達
紋
雛
形
』
（
岩
瀬
文
庫
蔵
）
に
お
い
て
、
『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り
が

見
出
せ
た
。

　
①
　
『
女
中
達
紋
尽
』

　
同
書
は
、
当
初
、
元
禄
十
年
（
口
（
九
七
）
刊
の
『
当
流
模
様
雛
形
松
の

月
』
（
上
中
下
の
三
巻
三
冊
）
の
下
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
た
ら
し
い
。
上
野
佐

江
子
編
『
小
袖
模
様
雛
形
本
集
成
』
（
学
習
研
究
社
　
▽
几
七
四
年
刊
）
解
題

に
、



　
　
当
書
の
下
巻
は
、
お
そ
ら
く
「
女
中
達
紋
尽
」
と
内
題
さ
れ
、
コ
貝
を
二

　
　
行
・
三
段
に
し
て
六
図
づ
つ
の
伊
達
紋
が
八
丁
半
あ
り
、
こ
れ
に
加
え
て

　
　
「
替
り
作
紋
絵
鑑
」
が
十
三
丁
ほ
ど
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

　
　
る
。

と
す
る
。
た
だ
し
、
『
当
流
模
様
雛
形
松
の
月
』
は
完
本
の
現
存
が
確
認
で
き

な
い
。
以
下
、
岩
瀬
文
庫
蔵
『
女
中
達
紋
尽
』
（
刊
年
未
詳
）
で
説
明
を
行
う
。

『
女
中
達
紋
尽
』
に
は
、
『
源
氏
物
語
』
を
意
識
と
思
わ
れ
る
図
が
複
数
存
在
す

る
。

　
・
女
三
宮
の
模
様

　
　
　
め
く
れ
上
が
っ
た
御
簾
の
端
に
猫
か
お
り
、
文
字
で
「
女
三
」
と
書
か

　
　
　
れ
て
い
る
。

近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透

｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･;，
Ｗ　　　　　●－●－　　● ●

・
柏
木
の
模
様

　
　
蹴
鞠
の
絵
と
「
柏
木
」
と
い
う
文
字
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

・
須
磨
の
模
様
お
よ
び
明
石
の
模
様

②
　
『
当
世
達
紋
袖
鏡
』

上
下
の
二
巻
二
冊
か
ら
な
る
。
序
文
に
、

　
当
世
模
様
を
省
て
紋
と
し
是
を
名
づ
け
て
伊
達
紋
と
い
ふ
其
中
に
葉
手
な

　
る
あ
り
、
こ
う
と
ふ
な
る
有
、
又
は
風
雅
成
あ
り
、
い
や
し
き
有
、
花
車

　
成
有
、
何
れ
一
な
ら
ず
と
い
へ
ど
も
、
其
好
に
ま
か
せ
て
目
前
に
筆
を
と

　
る
が
ご
と
く
風
流
花
美
を
尽
し
て
、
以
双
巻
と
す

　
　
明
和
六
年

　
　
　
　
丑
七
月
吉
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
秀
軒
梓六
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近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透

肯
す
祗’
り
’
‘
’
、
’
‘
‥
’
ノ
の
　
ｙ

ね
素
賀

巻
末
に
、

　
　
作
者
　
洛
陽
絵
師
三
文
字
屋
弥
四
郎

　
　
書
林
　
京
寺
町
通
松
原
下
ル
町
　
菊
屋
喜
兵
衛
板

と
な
っ
て
い
る
。
絵
師
の
三
文
字
屋
弥
四
郎
は
、
『
当
世
模
様
雛
形
千
歳
草
』

（
宝
暦
四
年
〔
一
七
五
四
〕
刊
）
・
『
雛
形
春
日
山
』
（
明
和
五
年
〔
一
七
六
八
〕

刊
）
・
『
雛
形
伊
関
川
』
（
同
上
）
な
ど
と
関
わ
り
、
小
袖
模
様
を
描
い
て
い
る
。

『
源
氏
物
語
』
と
関
わ
る
図
柄
は
、
「
檜
垣
に
夕
顔
」
と
「
も
み
じ
の
葉
と
鳥

甲
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
夕
顔
」
の
巻
に
、
「
こ
の
家
の
か
た
は
ら
に
、
檜

六
四

一
　
　
　
ひ
ｒ
ｃ
　
ゆ
・
Ａ
　
ｙ
ｔ

当
社
埓
夕
似

」
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N
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垣
と
い
う
も
の
新
し
う
し
て
」
の
一
節
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
意
識
し
て
の
図

柄
と
、
「
紅
葉
賀
」
の
巻
で
、
秋
の
行
幸
の
日
、
源
氏
は
頭
中
将
と
青
海
波
を

舞
う
、
そ
の
場
面
を
表
現
し
て
の
も
の
だ
ろ
う
。
そ
の
他
、
竹
を
節
か
ら
折
り

曲
げ
て
、
源
氏
香
の
図
や
源
氏
蝶
の
図
な
ど
も
見
え
る
。

　
③
『
伊
達
紋
雛
形
』

　
す
べ
て
切
り
紙
風
で
あ
る
。
あ
る
い
は
染
め
型
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
『
小
袖
模
様
雛
形
本
集
成
』
解
題
に
、

　
　
明
和
七
年
刊
の
書
籍
目
録
の
「
雛
形
」
の
項
の
末
尾
に
、
宝
暦
八
年
に
出

　
　
版
さ
れ
て
い
る
『
雛
形
柳
の
錦
』
の
記
載
が
あ
り
、
次
一
行
あ
け
て
「
二

　
　
（
冊
）
伊
達
紋
雛
形
忠
七
」
…
…
と
記
さ
れ
て
い
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
伊
達
紋
雛
形
』
初
版
は
、
宝
暦
明
和
頃
の
刊
行
で
あ

ろ
う
。
全
体
が
切
り
紙
風
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
図
柄
は
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で

あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
に
関
す
る
図
柄
は
、
文
字
だ
け
で
表
現
さ
れ
た
「
須
磨
」

「
胡
蝶
」
「
松
風
」
、
絵
で
表
現
さ
れ
て
い
る
も
の
に
は
「
葵
と
御
所
車
」
が
あ
る
。

　
伊
達
紋
と
『
源
氏
物
語
』
の
関
わ
り
・
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。
だ
が
、
右
の
よ
う
な
事
例
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
伊
達
紋
よ
り
も
さ

ら
に
身
近
な
も
の
に
も
、
『
源
氏
物
語
』
と
の
繋
が
り
が
判
明
す
る
。

二
　
袱
紗
と
『
源
氏
物
語
』

西
川
祐
信
『
西
川
ひ
な
形
』
（
享
保
三
年
〔
一
七
一
八
〕
刊
）
は
、
従
来
、

　
　
　
　
近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
の
も
の
の
み
が
知
ら
れ
て
い
た
。
松
平
進
『
師
宣

祐
信
絵
本
書
誌
』
（
日
本
書
誌
学
大
系
5
7
　
青
裳
堂
書
店
　
▽
几
八
八
年
）
か

ら
、
必
要
な
部
分
の
み
転
記
す
る
。

　
　
体
裁
　
半
紙
本
。
五
巻
五
冊
。
袋
綴
。

　
　
表
紙
　
原
表
紙
。
焦
茶
色
表
紙
。

　
　
寸
法
　
縦
二
二
・
〇
糎
×
横
十
五
・
九
糎
。

　
　
丁
数
　
一
巻
二
子
、
二
巻
コ
ー
丁
、
三
巻
コ
ー
丁
、
四
巻
コ
ー
丁
、
五

　
　
　
　
　
巻
コ
ー
丁
。

　
　
序
文

　
　
　
　
　
　
序

　
　
行
川
の
流
は
た
へ
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
模
様
に
も
あ
ら
ず
、
芳
野
川

　
　
の
花
に
染
、
龍
田
川
の
紅
葉
と
ソ
っ
つ
り
替
る
飛
鳥
川
、
き
の
ふ
の
仕
出

　
　
し
模
様
も
今
日
は
ふ
る
め
か
し
く
、
時
々
折
々
の
雛
形
所
々
に
ま
ち
く

　
　
な
り
、
爰
に
画
工
祐
信
頃
日
の
替
り
模
様
を
集
、
手
を
つ
く
し
筆
を
つ
く

　
　
し
絵
画
し
を
求
て
梓
に
き
ざ
み
、
世
の
重
宝
と
も
な
ら
ん
か
し
、
全
他
を

　
　
ま
し
へ
ず
、
祐
信
の
一
筆
な
れ
ば
あ
か
ら
さ
ま
に
西
川
ひ
な
形
と
題
す

　
　
　
　
　
　
　
っ
ち
の
へ
戌
中
春
　
八
文
字
自
笑

　
　
践
・
奥
書

　
　
　
　
　
　
践

　
　
浪
花
の
冬
梅
い
ま
だ
姿
の
意
、
人
し
ら
ぬ
恋
に
染
る
深
窓
を
わ
か
ち
、
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透

　
　
直
し
に
す
し
ら
し
き
志
の
脇
留
、
物
好
は
情
の
に
ほ
ひ
を
包
ふ
く
さ
の
風

　
　
景
、
合
部
五
冊
新
に
画
工
を
う
ご
か
し
ぬ
る
を
、
八
文
字
自
笑
幼
友
の
し

　
　
た
し
み
念
様
に
順
て
、
す
る
ど
き
墨
も
春
秋
に
進
、
夏
毛
冬
毛
の
筆
に
力

　
　
を
出
せ
し
こ
と
な
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
百
人
女
郎
品
定
　
全
部
五
冊
追
付
出
来

　
　
　
　
　
享
保
三
年
戌
三
月
吉
日
　
大
和
画
師
　
西
川
祐
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
木
師
松
屋
町
　
石
原
半
兵
衛

　
　
　
　
　
　
ふ
屋
町
通
せ
い
ぐ
は
ん
じ
下
ル
町
　
八
文
字
屋
八
左
衛
門
新
板

　
本
書
の
内
容
は
、
序
文
・
践
文
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
が
、
巻
一
か
ら
巻
四

ま
で
が
小
袖
図
、
巻
五
が
袱
紗
図
で
あ
る
。
巻
一
「
深
窓
」
、
巻
二
「
色
直
」
、

巻
三
「
脇
留
」
、
巻
四
「
物
好
」
と
題
さ
れ
、
巻
一
か
ら
巻
三
は
娘
用
の
小
袖

図
、
巻
四
は
男
用
の
小
袖
図
を
示
す
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
公
共
図
書
館
本
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
取
り
寄
せ
た
と
こ

ろ
、
巻
五
「
袱
紗
」
に
、
注
目
す
べ
き
事
例
を
含
む
が
わ
か
っ
た
。
従
来
、
明

示
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
資
料
で
あ
る
か
ら
、
巻
五
全
体
の
内
容
を
説
明
す
る
。

　
一
丁
表
　
　
　
　
「
服
紗
」
の
文
字
と
、
浜
辺
と
松
の
図

　
一
丁
裏
二
丁
表
　
町
人
の
娘
三
人
が
、
源
氏
絵
の
模
様
「
浮
舟
」
を
手
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
な
が
ら
会
話
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
い
も
や
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
し
ろ
い
ゑ
じ
や

二
丁
裏

三
丁
表

三
丁
裏

四
丁
表

四
丁
裏

五
丁
表

五
丁
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

　
舟
に
ふ
た
り
の
つ
て
ご
ざ
ん
す

壱
番
　
春
　
桃
柳
に
な
が
れ
水

さ
い
し
き
絵
　
か
の
こ
入

又
は
ぬ
い
　
す
な
ご
入
に
て
も

弐
番
　
夏
　
ぱ
た
ん
岩

か
の
こ
入
さ
い
し
き

又
す
み
ゑ
に
て
も
　
金
で
い
引

三
番
　
秋
　
菊
水
の
な
が
れ

さ
い
し
き
ゑ
　
で
い
引

又
す
な
ご
ふ
り

四
番
　
冬
　
雪
中
の
松
　
汀
の
こ

さ
い
し
き
ゑ

ほ
り
　
水
仙
花

又
す
み
ゑ
に
て
も
　
雲
ど
り
　
す
な
ご
ふ
り

五
番
　
春
　
桜
が
り
の
も
や
う

さ
い
し
き
絵
　
で
い
引
入

六
番
　
夏
　
さ
な
へ
の
も
や
う

さ
い
し
き
ゑ

又
す
み
絵
に
て
も
　
す
な
ご
入
　
又
は
で
い

七
番
　
秋
　
月
に
き
ぬ
た
の
も
や
う

う
す
ざ
い
し
き
ゑ
　
す
な
ご
　
で
い
引
入

引



六
丁
表

六
丁
裏

七
丁
表

七
丁
裏

八
丁
表

八
丁
裏

九
丁
表

九
丁
裏

八
番
　
冬
　
雪
中
の
馬
上
の
も
や
う

す
み
ゑ

う
す
ざ
い
し
き
　
で

い
引
入

九
番
　
春
　
源
氏
　
花
の
ゑ
ん

さ
い
し
き
ゑ
　
但
し
雲
す
な
ご

又
は
で
い
引

十
番
　
夏
　
源
氏
　
夕
顔
の
巻

さ
い
し
き
ゑ
　
又
す
み
ゑ
に
て
も

雲
す
な
ご
　
で
い
引

十
一
番
　
秋
　
源
氏
　
夕
ぎ
り
・
の
巻

さ
い
し
き
に
て
も

す
み
ゑ
に
て
も
　
で

い
入

　
　
　
十
二
番
　
冬
　
源
氏
　
あ
さ
が
ほ
の
巻

　
　
　
さ
い
し
き
絵
　
雲
ど
り
　
し
も
ふ
り
　
す
な
ご
に
て
も

　
　
　
士
二
番
　
春
　
太
夫
絵
　
嶋
原
大
門
口
の
て
い

　
　
　
う
す
ざ
い
し
き
　
で
い
引
　
す
な
ご
入

　
　
　
十
四
番
　
夏
　
太
夫
絵
　
夕
す
ゞ
み
の
て
い

　
　
　
さ
い
し
き

　
　
　
又
は
す
み
ゑ
　
で
い
入

　
　
　
十
五
番
　
秋
　
太
夫
絵
　
月
見
の
て
い

近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透

　
　
　
　
　
　
　
　
う
す
ざ
い
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
又
は
中
ざ
い
し
き
に
て
も
　
で
い
入

　
十
丁
表
　
　
　
　
十
六
番
　
冬
　
太
夫
絵
　
雪
の
庭
の
も
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
極
ざ
い
し
き
　
で
い
入

　
十
丁
裏
　
　
　
　
十
七
番
　
春
　
町
風
　
す
が
た
ゑ
　
軒
の
梅
の
も
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
し
き
ゑ
　
で
い
入

　
十
一
丁
表
　
　
　
十
八
番
　
夏
　
町
風
流
絵
　
夜
は
と
こ
さ
す
の
も
や
う

　
　
　
　
　
　
　
　
う
す
ざ
い
し
き

　
十
一
丁
裏
　
　
　
十
九
番
　
秋
　
町
風
　
若
衆
絵
　
菊
の
会
の
図

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
し
き
ゑ

　
十
二
丁
表
　
　
　
弐
十
番
　
冬
　
野
郎
絵
　
顔
見
せ
　
余
情
の
図

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
い
し
き
ゑ

　
四
季
図
一
源
氏
図
一
太
夫
図
一
町
人
図
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
砂
子
・
彩

色
・
泥
引
な
ど
の
指
示
も
具
体
的
で
あ
る
。

　
『
源
氏
物
語
』
と
の
関
わ
り
で
注
目
す
べ
き
は
、
一
丁
裏
二
丁
表
、
六
丁
裏

か
ら
八
丁
表
で
あ
る
。
一
丁
裏
二
丁
表
の
図
は
、
特
に
重
要
と
思
う
。
町
人
が

こ
う
い
っ
た
源
氏
絵
の
袱
紗
を
使
っ
て
い
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
近

世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透
を
現
在
知
ら
れ
る
も
の
の
中
で
、
最
も
明

瞭
な
形
で
我
々
に
教
え
て
く
れ
る
。
町
人
と
思
わ
れ
る
三
人
の
娘
が
、
「
浮
舟
」

の
図
を
手
に
と
り
な
が
ら
、
「
よ
い
も
や
う
の
」
「
お
も
し
ろ
い
ゑ
じ
や
」
「
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透

六
八

に
ふ
た
り
の
つ
て
ご
ざ
ん
す
」
と
、
楽
し
そ
う
に
語
り
合
っ
て
い
る
。
『
源
氏

物
語
』
の
図
が
、
い
か
に
愛
さ
れ
て
い
た
か
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
残
念
な
が
ら
、
一
丁
裏
二
丁
表
、
七
丁
裏
、
八
丁
表
に
は
汚
れ
な
ど

が
あ
っ
た
。
改
め
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
国
内
の
三
井
家
文
庫
が
端
本
（
二
・

三
・
五
巻
存
、
た
だ
し
五
巻
七
丁
表
は
破
損
欠
）
を
所
蔵
し
て
い
る
が
判
明
し

た
。
図
版
と
し
て
は
、
三
井
家
文
庫
本
を
用
い
る
。

　
『
西
川
ひ
な
形
』
の
収
録
の
袱
紗
図
に
は
、
細
か
い
細
工
の
仕
様
が
書
か
れ

て
お
り
、
実
際
に
作
ら
れ
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
画
工
も
当
時
上
方
で
浮
世

絵
師
と
し
て
、
最
も
活
躍
し
た
西
川
祐
信
で
あ
る
。
版
元
も
浮
世
草
子
・
役
者

評
判
記
の
出
版
で
名
高
い
八
文
字
屋
八
左
衛
門
が
な
っ
て
い
る
。
『
西
川
ひ
な
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近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透

形
』
は
、
現
存
は
少
な
い
が
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
当
時
広
く
流
布
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
西
川
ひ
な
形
』
に
『
源
氏
物
語
』
の
影
響
が
は
っ
き
り
見
出
せ
る
の
は
重

要
で
あ
る
。
同
書
に
よ
っ
て
、
年
代
が
確
定
で
き
る
形
で
、
庶
民
レ
ベ
ル
ま
で

『
源
氏
物
語
』
が
浸
透
し
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。
今
後
の
議
論
の
根

本
資
料
と
い
い
う
る
。

　
し
か
し
、
『
源
氏
物
語
』
利
用
の
事
例
は
さ
ら
に
見
出
せ
る
。
櫛
・
箸
に
お

け
る
事
例
で
あ
る
。三

　
櫛
・
箸
と
『
源
氏
物
語
』

　
葛
飾
北
斎
『
今
様
櫛
搭
雛
形
』
（
文
政
六
年
〔
一
八
二
三
〕
刊
、
岩
瀬
文
庫

蔵
）
は
、
櫛
と
キ
セ
ル
の
図
案
で
あ
る
。
そ
の
櫛
の
図
案
に
、
『
源
氏
物
語
』

が
ら
み
の
も
の
が
あ
る
。
源
氏
物
語
は
、
「
浮
舟
」
「
朝
顔
」
「
紅
梅
」
の
三
つ

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
浮
舟
」
は
、
匂
の
宮
と
浮
舟
と
を
乗
せ
た
代
表
的
な
場
面
で
あ
る
。
「
朝

顔
」
と
「
紅
梅
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
巻
を
象
徴
す
る
花
が
、
櫛
の
背
に
沿
っ
て

ア
ー
チ
形
に
配
さ
れ
て
い
る
。
櫛
の
立
体
性
を
考
慮
し
た
図
案
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
渓
斎
英
泉
『
画
本
錦
之
嚢
』
（
文
政
十
一
年
刊
、
個
人
蔵
）
に
は
、

箸
の
雛
形
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
夕
顔
」
「
若
紫
」
「
紅
葉
賀
」
が
『
源
氏
物

語
』
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透

ま
と
め

七
〇

　
近
世
に
お
け
る
『
源
氏
物
語
』
の
浸
透
は
、
従
来
の
想
定
を
超
え
る
。
そ
の

こ
と
は
、
身
近
な
服
飾
に
ま
で
『
源
氏
物
語
』
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

明
白
と
い
え
る
。
特
に
、
『
西
川
ひ
な
形
』
掲
載
の
袱
紗
を
眺
め
る
乙
女
達
の

図
が
そ
の
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

〔
付
記
〕
資
料
の
閲
覧
・
掲
載
を
許
可
く
だ
さ
っ
た
関
係
各
位
に
対
し
、
深
謝
い
た
し

　
　
　
ま
す
。

|…………………………………:｀:y　言訃7……………l　　……………

果　　　　　　　　　　フ　　　　　　i

l　y
U　

＼

ﾚ　ﾉ

果

レ

↑　　　　　　
j。‥　　　　　

j扇池
＝　　　

賀

カ

４　　

，,.…………,

一　Ｊ=……　記綴懇談S懇i゛1'=･=11ここl･　　，へ

７'　　泌　.●･　l: X●　. '・　.･:･治ぞ‘　羽S召が●:'･:.･.･　:;穴･.●………　:'･　　　..I･.

｜　　一i゛｀=二=･鱗回膿S
が 願……゛s゛･,躍…………゛自ｄ｡..,lsl……………

；　　　　1聊･ｔ･゛=

．　．゛屡…

…

…　s難朧……=li　‘'゜…………Si自照幄………1‘･
ｪ
1ﾕこ;，

J　　　　　‘｀.

ｓ l‘゛:｀……゛:r　　　こs.鸚゛゛．.:暇|゛‘.一･　　　　　り.回¨l,'l………

　　　ｅ……し浬‥‥
‥　

‥‥鱈　　鮮箆111R.　………
….………=,･･.，　・　m

　　1=＜'IS

…

…jl謳謳難顕厠葱自量感m……………髪　　=l

k

　　ｔl圖･孤sここ｀灘難謳画題………｀:札1斟'　　胞吏?……:

　-=.゛'
.

1 ゛9｡|……゛朧S……,エヨ湘…………ｉ………,………=．．　　・・　　・祠

':　　応i
･
………二

=.

盾………鱗.

………

'
，...|　　　　　　一゛……

………SI:･

:　　　　　　　･･　　………i:"'‘'　　　‘　　　.　　　･φ゛..::;･....-，

　　一一　　　　　'　　，.･..':･;･E･･･..･.　･･.　　　・.　　　・　　.'………:……

,｀　　　　　　　　:.･,...ａ゛;,｀E:: ･ﾓ:Es　　　　'　　　・　‘.･,..‘゛･･･,..-'

・　　　　　漏謳醐,S,回覧鱗酉

.　　

－　.ｉ',＝゛¨゛゛‘liJj°

１　　　　　？回轡………騒－認‘s………".顎瓢.'　　　圖･

ｊ　　灘?
こ1
641暉難難

，12y二…………

　　　　　　　　剽ﾖ:…………
ｪ………

１　　
[ｊ　　　　　　｀

ｊ　　　　　　　　　　
＝　

｜

　　　　　　　　　　胆獣

=

Ｉ　　　

脂

j:.･I･　.'･.･　'I'I ……９４４４４４４.9.4 ，.｀:………:……:':･;':':゛“゛':':゛:;Eゝ謳i:り:･:.'111｡W.4･..,=･~ご::･:一

|゛…………………||……|……………鶴　l

j……………゜ITIJTﾇ1

　　……

,

1

1頻

　゛|'j""

I万i‘ill‘slslilill　　　　　＝　・

,|,

|　　

;i

l

i

li
゛　||

ぶ　　;;奥……|

　¨'i　　.･=こ･..'　　　　　　灘ぷ,一瓢�=,=y.,.／三=g･然巡づ谷こMs;;　　"　｀,，

　　し

l

il

°゜

l
ili°I
°
|　｜　に……|゜;”゛゛゜レ

｜

→I‘　帽１聯:EEI　　　　　　　　　..……-｡Ｊ･

‘～　　I'　　,1111111 11,ll. §　IS‥‥‥‥　‥‥‥‥　‥

7……l　　p　　　　　　　　　…………｜

卜ｍ　

ﾀﾞ1

↓　

………,

=

:

･･………

j　

･=

1

ﾚｦ

ｭ

1……s

………

…

…………

……席4

｀

7　　　　　，,.･;.'‘･v¨¨　・　　　　　

j

……………i………17=7s　，,‘≒　…　I

i　　　x“¨'　　　　　　がぶ汲,;………IEE:･:晦ざE該ﾐEIEEEE;宍笏回:."

1

=゛゛｀il,(,レフ9L……………i

…………l=ぐ政一1
7…

………………

1…

…

…

「　　ノぐ回礼ﾚｿﾞｪ　===Sa i:ﾌi°゜M二il i;i;
1 1Ji:

｜　　　（ｊﾄﾞﾂﾞ=i…………≫≪≪……゜゜ぶ皿ｪ……11=:i

｜　　　一

回

申……SSI
二゛1°
l ii iil:

l　　jJ゛゛99臨味………
1=･………:………

I　　　

……

…ﾌ啜jli

o

l･7°i °551=，日.一回漂｀国司回S=こ=゜',。S.

f　　　i,……7自=HSii……一一一髪薦=‘……St………111111霖1111111日li'゜li=｡i･I

l°｀゜，　17

　.･ざ:･｀::¥;･.¥.♂こ.゛.゛゛‘"II゛.･:･:.¨･:･..゛｀¨:.I　　・　.゛.Ｓ::‥･::.Ｗ..:::¥:.･.･X･　･:･:.･'.

，=…………

…

,

硝謳R S111． 駒S=･=il'S瀕薦鯖一Ｊ '
=|

I

E,|'g=:゜゜i｡｡i　S一1題誦1　°|……謡
=,11日万゜'゛

'゜1=:

ド………1自……=日腎諸灘9's,･･=･si
..=i.

･|=S
i°i°:1ﾐ,§台頭゜二‘……==1………

‘

難　

|

||回Ｎ

朧ﾖ

ご]j=ﾐ=し゛21°｀

|

万

回　

鸚

・

　j

.'，,こ==..iil･　…

……　……

ﾕl　

i鸚鵡灘課　一…………

　　　………,

p

　　　白扇T




